
生きる
1．節目の時

昨年12月で半導体が発明さ
れてから60年になりました。
半導体シニア協会も今年1

月、10周年記念行事を行い
ました。また私事になりま
すが私が東芝でゲルマニウ
ムのトランジスターにとりくんでから50年の月日が
たち、今節目の時といえると思います。
2．節目の時に思うこと

半導体産業は還暦を迎えたと言っても450mmウエ
ハーが現実に近づいていますし、微細化も22ナノが
見えてきて、45ナノが量産に入るなど、まだまだ衰
えを知らない成長を続けています。
また半導体シニア協会もこのシンポジウムのよう
に良い企画が次々と出されて若い人も参加して強い
生命力をもっています。

個人においても皆様価値ある人生を過ごすために
研鑽を積んでおられます。そういう意味で「生きる」
という言葉は半導体産業、SSIS、個人にとっても重
要なキーワードだと思います。
3．先人達の言葉

ゲーテは「未来に焦がれたり、過去に媚を売った
りしないで現在を尊び活かせ」と言っています。こ
の言葉は現世を天国に近づけることが大切だと言っ
ていると思います。また堀場雅夫さんは最近の著書
に「シニアになったら現職のときに得た経験、知識、
技能を社会に還元せよ」と書かれています。我々が
半導体業界から得たものは業界に還元することが大
切だと思います。
またシャープの佐々木正さんは「独創から共創へ、己
を高めると同時に周りを高めよ」と言われていてこれ
がシニアの役割だと思います。黒澤監督の映画「生き
る」を最近ビデオで見ましたが、死を目前にして生
命の尊さを知った主人公が唯一無二の自分なりの人
生を確立しようと最後の力を振り絞る姿は感動的で
した。シニアの生き方を示唆したものと思います。
4．地上の4福

スイスの法学者カール・ヒルティは地上の4福として
①確固たる人生観を持つこと、②よき仕事を見出すこ
と、③よき家庭をもつこと、④健康であることを挙げて
います。これをSSISに当てはめますと①しっかりした
ミッションを持ち、②業界に貢献し、③会員間の協調を
保ち、④経理的にも健全であることだと解釈します。

開会挨拶 SSIS半導体シニア協会　川西剛会長

1

Encore
No.

Encore
ア ン コ ー ル

半 導 体 シ ニ ア 協 会
ニ ュ ー ズ レ タ ー

発行元 SSIS半導体シニア協会

2008年8月

第7回 
SSISシンポジウム特集 

6月20日、 
グランキューブ大阪にて 

SEMI Forum Japan
第8回 
SSISシンポジウム特集 

川西剛会長

・開会挨拶 川西 剛 会長 1頁
・座談会「エクセレントライフ（夢を持ち続ける）」 2頁
・基調講演「アプリケーションのコンバージェンスとダイバージェンスを実現する

「硬いソフトウエア」と「柔らかいハードウエア」の協調設計」
伊藤 達 5頁

・パネルディスカッション「日本半導体および関連産業の課題」 8頁
・企画・実行の側から 田中 俊行 会員12頁



麻殖生 半導体シニア協会として一度はシニアの生き
方を真正面から論ずる必要があるという要請があり
まして、今年は半導体シニア協会のベテランの人達
にご登壇いただき、エクセレントライフとは何かと
いうことで話をして参りたいと思います。難しい課
題ですのでどういう話になるか分かりませんが、会
場の皆様と一緒になって考えて参りたいと思いま
す。前提が3つあって、1つはエクセレントライフ
（夢を持ち続ける）という題に象徴されるように人
生を積極的に過ごす方向に重点を置いて進めたいと
思います。次に昨年SSISが発行しました単行本「人
の生き方、暮らし方」のPRをして是非皆様にご購
読いただきたいということ、そして3つ目は加齢に
伴う問題です。私の友人の登山家から聞いた話では
最近の遭難事故のほとんどがお年寄りの思い込みに
起因するものだそうで、こうしたマイナス面も話し
合ってみたいと思います。まずは今日ご登壇いただ
いた方々からご自分の考えておられるエクセレント
ライフを語っていただきます。
河崎 私は1996年に松下を退
職してからきっかけがあっ
て技術者教育のための学校
をつくることとSSISの設立
の準備をはじめ、1998年に
シニア協会と私のシステム
LSI技術学院の設立ができ
ました。それから10年経つわけですが、両者とも
軌道に乗り、所期の目的を果たしていると満足し
ています。この間社会人対象の半導体技術教育で
は福岡でシステムLSIカレッジ、キューブが積極的
な活動を行っており、群馬県ではアナログ技術カ
レッジが設立され、また大阪大学でも経産省の補
助があってアナログ技術講座が設けられるなど、
社会人相手の技術教育が根付いてきたことを嬉し
く思っています。
中原 私は1999年にSSISに入会し、河崎さんに要請さ
れて研修を担当して以来隔月の研修会や総会、賛助

委員連絡会の研修企画、実
施をしております。これが
結構大変で1年があっとい
う間に過ぎてしまいます。
三洋電機を退職後、友人の
米国人と「定年からの起業」
という本を出版したこと
や、地元の足利工業大学での教育研究を行っている
ことなどは「人の生き方、暮らし方」に書いたとお
りですが、この本に記載しなかったこととして群馬
県の弦楽アンサンブルでのバイオリン演奏活動があ
ります。時には演奏が途中で中断するような恥ずか
しいこともありましたが楽しく続けています。最近
はSSISのイベントでカルテットを組んで演奏させて
もらっています。私の気がかりはこうした活動がい
つまで続けられるかということで、できれば最後の
瞬間まで続けて行きたいと思っています。
星野 私は先ほどご紹介のあ
りました「人の生き方、暮
らし方」をプロデュースす
る機会を得ましたので20数
名の素晴らしい人生を直接
お聞きして、この本の帯に
大賀先生が書いていただい
た「夢を追い続けている人の人生は素晴らしい」
という言葉を実感として受け取っています。私は
レジメに李白、杜甫、西行、円空、鑑真、芭蕉、
橋本左内、田中正造などの名を挙げましたが、こ
の人達の共通事項は夢を追い続けているというこ
とだと思います。ただ夢を議論するに当たって①
夢とは何か？②何故夢を持ち続ける必要がある
か？③夢を持ち続けて行ける条件は何か？を明確
にしてゆく必要があると思います。
麻殖生 では先ずその夢とは何かということから話
していただけますか？
星野 例を挙げて言いますと南アフリカの16歳の女性
が交通事故で片足をなくしたあと、猛練習して健常
者を抑えて国内選手権で優勝した話がありました。
その後も多くの活躍をした彼女の座右の銘に「人生
の悲劇とは辿り着こうとするゴールを持たないこと
にある。星に辿り着かなくてもそれは恥ではない、
しかし星を探さないのは恥である」と書いてあった
そうです。私はこれが夢だと思っています。
河崎 夢の解釈として目指すゴールを持つことだと
言われましたが、私が松下時代に経験したことで
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事業部門の技術者が本社の研究所の人に比べて話
のレベルが低いと感じました。技術者も時折現場
を離れて大きな目標設定をする時間が必要だと感
じたものです。それが今私の行っている社会人教
育につながっています。また先ほどの中原さんの
お話でお金にならないボランティア活動を一生懸
命やられておられることに感動したのですが、そ
の動機づけは何処にありますか？
中原 SSISで研修委員をやっていますが私自身お役
に立っていること自体が喜びであって、むしろ何
時までこういうことができるのかというほうが心
配です。幸い交通費はいただいているので今は何
とかやって行けます。
星野 河崎さんの社会人教育、中原さんの演奏活動
も素晴らしい夢だと思います。河崎さんからお金
の話が出ましたが基本は夢の実現であり、人に喜
んでいただくことにあって、お金に係わるのはそ
の夢の実現が会社経営に係わるとこれは収益を確
保しなければならないという違いだと思います。
最近「人の生き方、暮らし方」の著者の一人で
ある東北大の角野先生とお話した時、先生は私の
研究活動は卒業した、今はどうやってチェロで納得
行く音が出せるかを目指して1日6時間練習を続け
ておられると言われました。このように心の豊かさ
を求めるのが夢を追うことだと感動いたしました。
麻殖生 夢というのは歳と関係なく持てるものでし
ょうか？
星野 若いころは夢の内容がころころ変わってよい
と思いますが、歳をとってからは業界でも近隣で
も良いのですが、自分が過ごしてきた世界に還元
することが大切ではないかと思います。40歳をす
ぎたらある程度自分の夢を意識することが必要で
す。私は今、街から電線を無くすことと、ゴルフ
のエイジシュートの実現に夢中です。
麻殖生 私は今人材斡旋のお手伝いをしていますが、
確かに昨今は60歳から80歳ころまでの人生設計を
早くから持つことの重要性が増しているように感
じており、これが夢というものと繋がると思いま
す。一方では現在を最高に生きればそれで良いと
いう考えもあると思いますが、夢を持つというの
と相反するものでしょうか？
星野 確かに仏教思想では一瞬一瞬にベストを尽くせ
ばそれで良いという考えがありますが、現実に夢を
持続させるには何らかの目標がいると思います。お
もちゃコレクターの北原照久氏は夢について①一人

では実現できない、②楽しくあるべきだ、③あきら
めるな、④タイミングが大切だと言っています。
R. ダイク（ティーエスシージャパン） 登壇者の履歴を
拝見しますと皆様人を教えるという仕事に係わっ
ておられます。私はもともと教育を専門に学んだ
のですが、人を教えるには経験が必要だと思い、
ビジネスの世界に入ったものの、今再び教えるこ
との難しさに直面しています。企業でいくら経験
豊富でも実際に学生に教えるとなるといろいろ苦
労があると思いますがその体験を教えていただき
たいと思います。
河崎 教育という面では我々はアマチュアですが、
学生に興味を持たせるには知らないことを教える
のでなく知っていることから入れと言われていま
す。ただ実際に私がアナログのオペアンプ実習指
導をした実感からは教えたことの60％くらい理解
してもらえれば良い方できちんと理解してもらう
には膨大な時間が必要です。大学の教育で100％理
解させるのは無理で「とっかかり」を与えるのが
役割と割り切っても良いと感じています。
中原 教えるのは難しいことですが、私が行ってい
るUNIXなどのオープンソースの講義で実感してい
ることは毎年見直すこと、実習をさせること、優
秀なアシスタントをもつことが大切だと思います。
私は中国人の優秀なアシスタントを得て大変助か
っています。
星野 私は自分の母校で時折専門の話をしたり、会
社の若い人を教育したりしていますが、教えるに
は準備が必要で自分の勉強になります。理解をし
てもらうためには内容が面白くなくてはならないこ
と、実例を挙げて教えるということが大切です。
麻殖生 私の経験から言うと欧米では知識を与える
ことで済みますが、アジア人は教育者に人格を求
めますので大変です。
溝上（ケーエルエーテンコール） 少し視点がずれるか
もしれませんが、私が日本と米国で採用をして痛
切に感じたのですが、日本の一流大学の学生より
米国で採用した邦人のほうが圧倒的に優秀でした。
これはやはり日本の教育がおかしいのではないで
しょうか。
河崎 阪大のような一流大学でも理科系に優秀な学生
が行かなくなっており、特に電気、電子系の学生の
質の低下という病巣は深いと思っています。これは
大学だけの問題でなく、本気になって議論して道を
見つけることをしないといけないと思います。
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崎谷（ローツェ） 私たちが電気に興味を持ったのは
ゲルマニウムラジオに興味を持ったことから始ま
っています。今の子供には遊びから技術に興味を
持たすことをやらなければならないと思い、地元
で中学生対象の実習の場を作りましたが、更に小
学生対象に遊びのオリンピックを計画しています。
関（セキテクノトロン） シニアにとって大切なことは
何に生き甲斐をもち、如何に世の中の役に立つこ
とができるかに集約されると思います。私は大学
生相手に社会規範のあり方をまとめようとしまし
たが、考え方の違いが大きすぎてうまくゆきませ
んでした。その分今は二人の孫たちに自分の経験
や知識を注ぎ込むことに一生懸命です。子供のこ
ろにインプットされたオペレーションシステムは
一生ついて回るもので、シニアが子供たちと付き
合っていくことは非常に大切なことだと思います。
麻殖生 子供のころに形成された夢は強固なもので
シニアの生き方にも大きな影響を与えていますの
で、子供の教育に眼を向けるのは大切なことと思
います。
野澤（日本DSPグループ） 夢を持つことが語られてい
ますが、目標を無理やりに設定するというのでな
く、おだやかに人生を家族と楽しむというので良
いのではないでしょうか？
堀内 私は現役を終わったところでしばらくのんび
りしたいと思っている最中で、具体的な目標を持
っていません。夢にこだわって堅苦しく目標設定
をする必要はないと思います。
和田（セミリンクス） 私はセミリンクスというホーム
ページをやって今日を生きるのが精一杯というと
ころで、明日のことを考えるのは嫁さんの仕事だ
と思っています。
星野 確かに目標設定を堅苦しく考える必要はない
と思いますが、韓国の女子ゴルフのパワーで代表
されるようにモチベーションを持って生きること
が精神的な強さになります。夢を持つということ
は究極的には幸せになるためだと思います。
内藤（熊本県） このたび新しく選ばれた蒲島熊本県
知事はその著書「逆境の中に夢がある」に書かれ
ているように極貧に生まれ、若いころは転職を繰
り返す駄目人間だったのが米国ネブラスカ大学で
勉学の楽しさを覚え、以後ハーバード大、筑波大、
東大政治学教授を経て熊本県知事になった人です。
夢を持つことによって急成長した自分の半生を毎
月高校生相手に語っておられますが、SSISの方々

にも是非ご紹介したいと思います。
山根（伯東） 私は「人の生き方、暮らし方」の元に
なったSSISの「ライフプラン懇談会」を立ち上げ
たものですが、人生は究極「やりたいことは全部
やった。思い残すことはない」状態が最高だと思
います。その意味でシニアライフはサラリーマン
時代にやれなかったこと、やり残していることを
実現する場だと思います。SSISはその場を提供す
るものであるべきと考えます。
川西会長 カール・ヒルティのエクセレントライフ

4つの条件の中で一番難しいのは「確固たる人生観
を持つこと」だと思います。この人生観は人によ
っても異なりますし、強要するものでもないので
すが、夢を持つという共通性があると感じていま
す。教育の問題ではシニアにとって新しい知識を
インプットするのは難しいことですが、智恵を使
ってお役に立てればよいのではないかと思います。
河崎 人生を山登りに例えると最初は楽しい山行きも
いろいろな困難に遭遇するもので、都度自分自身で
判断し、解決してゆく必要があります。喜びは山頂
に着いた一瞬で、そこからまた新たな道を歩みださ
なければなりません。私はSSISの設立に参画してか
ら広く人の輪が広がりましたが、是非皆様も積極的
に参画して人生のやり残している部分を実現する場
として活用していただければと思います。
中原 最後の瞬間までどうするか、それを模索するの
がこれからの大きなテーマであると考えています。
星野 夢を持ち続けるということは「きっちり足に合
った靴を探すこと」であって、自分の一番得意とす
るところで社会に貢献することだと思います。それ
が「一隅を照らす」ことであり、そのための条件とし
てカキクケコ（感動、興味、工夫、健康、恋心）、感謝
の心、「お役に立つ」の気持ちが大切と考えています。
麻殖生 あらゆる人にとって
自分の人生がどういうもの
であったか、またこれから
どうすべきかを考える時期
が必ずあるものです。自分
の人生がエクセレントなも
のか否か、人、物、気の3点
から点検してみてはどうでしょうか？今回の座談
会では特に気（気持ち、生き甲斐、健康、幸福、夢、
神、思い込み）に重点を置きました。くれぐれも江
戸時代の俳人横井也有が「私の最後」という題で書い
ている老醜の諸症状には陥らないように。
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「硬いソフトウエア」と
「柔らかいハードウエア」の
協調設計というタイトルをつ
けたのは、最近のソフトウエ
アが非常に難しく本質的にな
っていること、ハードウエア
に幅広い柔軟性が求められて
いることからハードとソフトの最適なコンビネーシ
ョンが求められていることを意味しています。
1．半導体業界の変化

1976年からの半導体市場の成長率をシリコンサイ
クルの波を除いてならしてみますと1995年までは
2桁の成長を維持していたものが1995年以降は1桁成
長に落ちていて多分今後も1桁成長が続くと予測さ
れます。それでも全産業の成長率より数パーセント
上回っていてそこに新しい需要を生み出す半導体産
業の存在意義があるのだと思います。

図1 半導体市場トレンド

過去半導体業界には瞬間的には大変なことが沢山
ありましたがマクロでみると半導体の微細化がコス
ト低下と性能向上を生み、それが新しい需要と経済
成長を生む極めてハッピーな循環を続けてきまし
た。微細化技術はムーアの法則に従って極めて規則
正しく進歩してきました。ムーアの法則の意義は半
導体およびその関連業界が開発の方向と速度を見事
に同調させてきたことにあります。

今後も10年くらいはムーアの法則に従った技術進
歩があると予測されますが、近年になってファブ建
設コストの上昇、開発、設計に伴うコストの上昇、
性能向上速度の低下という現象が顕在化してきてお
り、従来のように、微細化が新しい需要を喚起する
といった単純な図式が期待できなくなっています。

図2 成長牽引力の変化

Vistaが思ったような需要を喚起せず、DRAMがと
んでもない価格になっているのはその象徴的なでき
ごとだと思います。すなわち我々がユビキタス時代
と呼んでいる2000年以降においては市場の要求に従
って製品が構成されねばならず、多様化する用途技
術（ダイバージェンス）を機能的に収斂化させる
（コンバージェンス）ためのインテグレーション技
術が大切になります。
また過去のモデルではまずハイエンドの技術を開
発すれば当初は良い価格で買ってもらえて、ボリュ
ームが出だして価格が下がるとローエンドに回って
いたものが、昨今ではハイエンドとローエンドを同
時に開発する必要があってデザインのやり方も変わ
ってきています。このように益々多様化する応用技
術に低コストで対応するためには柔軟な対応のでき
る共通プラットフォームを持つ必要があります。
2．硬いソフトウエアと柔らかいハードウエア

今ソフトがどういうことになっているかをDVDの
例でいうと年率30％から50％のレベルでソフトの量
が増大していて今やコストの60％はソフトが占める
ようになっています。デバイスを作る立場からみて
も例えば携帯電話のプラットフォームのハードは2、
3億個のトランジスターを持つ複雑なものですが、
それでもハードのコストは30％程度で残りはソフト
の開発費が占めています。このようにソフト問題は
本質的なところに来ており、このように複雑多岐な
ソフト開発を効率的に行うには、過去に作られ、ハ

基調講演

アプリケーションのコンバージェンスと
ダイバージェンスを実現する
「硬いソフトウエア」と

「柔らかいハードウエア」の協調設計
㈱ルネサステクノロジ会長＆CEO

伊藤　達

伊藤　達
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ードに組み込まれたソフトを如何に有効に再利用す
るかということにかかっています。システムのフレ
キシビリティと低電力、並列処理といった性能とは
相反するものですが、柔らかいハードウエアを実現
するにはカスタム品に少し柔軟性を加えたReconfig-

urable CEとかマトリックスエンジン、プログラマブ
ルアクセラレータといったものか、または柔軟性に
優れたCPUに並列処理能力を持たせたマルチCPUと
いったものがキーになります。
システムという面からいうと従来のアプローチは
数種類のCPUを1つのOSで1つのCPUにまとめてしま
うというやり方をとっていたものですが、この方法
はソフト開発の難しさを助長しますので、異なるOS

を持った複数CPUをそのまま1つのチップに載せてし
まうというのがマルチコアの基本的な考えです。

図3 システムインテグレーションの方法

柔らかいハードウエアの例としてルネサスの製品
であるMX-1を取り上げてみますと従来32ビットのデ
ータを1024個処理しなければならなかったものを、
32ビットを2ビットずつビットスライスして1024個
のデータを一括して送れば16回まわせば100分の1の
時間で処理できることになります。これをデジタル
カメラに応用した例では顔を追跡する処理とか手ぶ
れ防止に有効に使われています。
3．ハードなソフトウエアのソリューションとしてのマ

ルチコア技術

当社のマイコンSuperHにおける消費電力あたりの
パーフォーマンスの進化を見ると 1 9 9 2年では
30MIPS/Wだったのが2005年では6GIPS/Wと200倍も
向上しています。これにスーパースカラーという技
術を導入すると1.8倍くらい向上します。このあたり
が1つのコアでの限界と思われ、その先はマルチコ
アを導入することになります。コアを4つ用いると
消費電力あたりの性能は2倍になります。インテル

もCPUの動作周波数をあげることにより、性能を向
上させてきたわけですが3GHzになるとこれ以上は電
力を食ってどうにもならないということでデュアル
コアのCPUに向かっています。環境を考慮したグリ
ーンITで消費電力を下げるための1つの解がマルチコ
アであるわけです。当社もISSCCで今年8コアのCPU

で8.64GIPSで消費電力2.8Wというものを発表してい
ます。マルチコア技術では使っていないCPUの電源
を落とすことにより消費電力を下げるといった工夫
もされています。
マルチコアにおいて複雑なサブシステムをインテ
グレートするには種々の工夫が必要になります。

図4 SH-4 マルチコアSOC

当社のSH-4Aという自動車情報系のSOCを例にと
りますとこれには4つのプロセッサーがあってその
うち2つは同じOSで動く汎用のコア、他の2つは異な
るコントロールOSで動くコアでこれらをハイブリッ
ドにつないでいます。またSH-Mobile G3では 3つの
異なるOSをもつコアをインテグレートさせている大
規模なSOCですがCPUがチップ面積に占める比率は
2～3％と小さいものです。従って45nmのプロセスで
はCPUを12個も積むということも考えられています。
4．柔らかいハードウエアと硬いソフトウエアをサポー

トするEXREALプラットフォーム

このように1つのシステムの中に多くのCPUやOS

を包含する場合それらがお互いに矛盾なく作動する
ためには共通するプラットフォームが必要になりま
す。各社それぞれプラットフォームを持っています
が我々はEXREALという名前で異なるOSを繋いだ
り、共有するメモリの分離を行ったり、不法な侵入
を防止したりするプラットフォームを提供しています。
これからのチャレンジとしてはソフトとハードを
一体としてどう扱えるか、ハードなソフトウエアを
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どうやって再利用できるか、ソフトなハードウエア
をどう充実させて入れ込めるかを「繋ぐ技術」を核
に追求して参りたいと思っています。
半導体産業は近年技術の持つ意味合いや、業界、
市場の構造が大きく変わっており、日本の半導体の
競争力を論ずる時に物を作るということ以上に商品
的な設計力を持つことが最も大切だと思っており、
今日このような話をさせてもらったわけです。
5．質疑応答

田中 先ほど今世紀に入って微細化技術がアプリケ
ーション技術を上回っていて、微細化の進歩が新
しい市場を創造する環境でなくなったという話を
されました。一方で微細化はITRSで示されるとお
りに着々と進んでおり、それに伴う装置のコスト
はどんどん上昇しています。昨年秋にニコンの吉
田さんにご講演いただいたとき、氏はEUVの価格
は1台50億円以上するだろう、それを並べて見合う
だけのデバイスがあるか疑問を感じているとの発
言がありました。デバイス側としてどう思われま
すか？
伊藤 益々複雑化するシステムを1チップに載せる要
求は大きくなる一方で、そのための微細化への要
求は止まらないと思います。ただ装置の値段が高
くなることに対しては個々のメーカで対応するの
が困難になってくるのは事実で、個人的見解です
がソリューション提供型の世界における解はファ
ンダリだと思います。メモリの世界においては全
く別で装置の価格がそれだけ上がっても微細化の
コストメリットはEUVの時代になっても依然とし
てあると思います。
中原（足利工業大学） ソリューション提供型ビジネス
というのはどういうものを言うのでしょうか？顧
客の要求に無限に答えてゆくことを意味するもの
ですか？
伊藤 ソリューションというのはメーカ側から提供
するのであって、顧客の要求に合わせて作るので
は間尺に合わないものです。日本の大手電機メー
カ相手の場合は基本的にカスタムで数も少なく儲
からないのがほとんどです。こちらから提供する
タイプの典型的なものがゲームです。限りなく
ASSPに近いものをやるのが利益の出るパターンで
あり、正直我々のやっていることは中途半端です。
問※ ASSPの方向を目指すというのは正しいと思い
ますが、EXREALというプラットフォームはASSP

に対応したものでしょうか？　また自動車用、携

帯用、家電用も同じプラットフォームになるので
しょうか？
伊藤 EXREALはマザープラットフォームであって、
自動車用、携帯用、家電それぞれに最適なデータ
構造、バス構造を構築した異なるアプリケーショ
ンプラットフォームになります。ASPかASSPかと
いう定義は結構難しく、我々はなるべく共通部門
を多くしたいと思っていますが、どうしても顧客
に合わせる要素は残ります。現実には個々の顧客
の要求を簡単には退けなくて苦しんでいます。メ
ディアテックなどはその点うまくやっているよう
ですが。
河崎（システムLSI技術学院） 日本の携帯電話は狭い日
本の市場で競い合って世界に出て行けてない状況
ですがデバイスを提供する立場からどう見ておら
れますか？
伊藤 ルネサスのSHモバイルは日本のユーザーには
結構使われていますが、確かに世界の市場にその
まま使えるかというと問題があります。モデムを
選ばずに使えるASPの切り口で攻めるのが良いと
思っています。
正田（フジキン） 我々は昔テストで苦労した覚えが
あるのですが、今の複雑なシステムでテストはど
のようにされていますか？また市場に不良品が出
た場合の対処はどうされていますか？
伊藤 今のSOCではDesign For Testといって設計段階
でテストの回路を埋め込んでいます。市場に出て
からの不良というものは完全にゼロというのは難
しいので我々は極力ゼロになるようお客様と一緒
に努力を継続しています。
野澤（日本DSPグループ） ロー
エンドの話かも知れません
が今の動きとして各社仕様
を共通化してあとは価格の
勝負にしたいというユーザ
ー側の要求があると思いま
すが。
伊藤 ヨーロッパの車載半導体に標準化の動きがあ
るのはおっしゃられた筋だと思いますが、ユーザ
ー側としては他社より良いものを常に追求してい
て、技術が短期間で進化して行く世界ですので実
際に標準化されてコストだけの勝負ということに
はならないと思います。

※質問者の確認ができませんでした。
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小宮 最初に佐藤さん、溝上さんよりショートプレ
ゼンテーションを行っていただいてからディスカ
ッションに入りたいと思います。
佐藤 昨年までドイツ証券で
アナリストをやっていまし
たが今はメリルリンチの投
資銀行部門を受け持ってお
ります。アナリスト時代か
ら日本の半導体業界は優秀
な人達が集まっているのに
もかかわらず、何故利益の出る体制にならないの
か、それは構造的に問題があって再編が必要では
ないかと言い続けてまいりました。
最近大学で電気電子工学に学生の人気がないと
いうのも日本の電気業界の収益力の無さ、相対的
地位の低下に由来するものだと感じています。
今年3月期の国内の製造業の営業利益率を比較し
ますと電子材料、鉄鋼、機械、精密、電子部品が2

桁であるのに対し、電機10社の平均は4.2％でかな
り低い水準にあります。過去25年の業種別利益率
を比較すると1980年では電機が5位だったものが一
方的に下がってきて2006年度は15位、2007年は少
し盛り返して13位という状況です。また営業利益
額から言うと製造業全体では1989年のバブル期の
倍になっているのに対し、電機は下回っています。
構成比から見るとバブル期は全体の営業利益の
30％を電機が稼いでいたのに対し今では10％強で、
これをみても電機の相対的地位の低下が読み取れ
ます。
何故利益率が低下したかですが、バブル期に多
くの人を採用し、R＆D費を高めた結果販売管理費
が増大しました。これはどの業種も同じですが、
その後引き締めても他業種のように営業利益率が
回復していません。この理由は他業種より多くの
R＆D費をかけていて、以前は大きいR＆D費が利

益に結びついていたものの、最近はそれが付加価
値の増大を招いていないことを意味します。
今儲かっている日本の製造業の構造は1. 欧米勢
が残っていること、2. アジアの競合企業があまり
入っていないこと、3. 日本の競合企業の数が少な
いこと、という特色があります。その典型的なも
のが自動車であり、電子材料、精密業です。小さ
なところでは電動工具などもその構造であるゆえ
に利益が出る体質になっています。
これに対し電機業界は欧米の競争相手が駆逐さ
れ、アジアの新興勢力に技術を与えて助長し、し
かも国内に多くの競争相手を依然として数多く抱
えている構造になっています。これでは利益率が
上がらないのは当然です。私がずっと主張してい
るのはまず再編によって国内の同業企業数を減ら
して無駄な競争を排除すること、アジア勢にあま
り安易にノウハウを伝授すべきでないことです。
溝上 本日の私の基調はわが
国半導体が弱体化した要因
として10年程前に指摘して
いた問題が今もあまり変わ
っていないのではないか、
これが改善されていないと
事業戦略も製品戦略も成功
し難いというものです。私自身中位半導体メーカ
のプロセス開発の責任者として超LSIメモリやロジ
ックの開発と生産を担当致しました。1992年のメ
モリ大不況の時に懸命にコストダウンに取り組ん
だ経験があり、厳しいコスト構造にあることを責
任者として思い知っておりました。その後1994年
に米国の製造装置メーカに移り、装置メーカの立
場、米国の立場から日本の半導体産業を見ること
ができました。1990年を境に日本の半導体メーカ
の位置に現れた明確な変化の原因については当時
多くの場で語られてきましたが、その諸項目を消
去法で消して行くと技術と経営力が残りました。
技術ではプロセス設計・インテグレーションと生
産技術が疑問です。その一例が業績悪化の代表製
品であるDRAMにおけるマイクロンとの比較です。
16M～64Mの時代にマイクロンはCMPを大胆に取
り入れ、日本各社の半分近くのマスク数でチップ
サイズも最小でした。コスト競争に勝たなければ
意味が無い半導体の技術力において敗れたと思う
のです。これは技術者および管理者の仕事のやり
方の問題ですから単にDRAMに限られることでは

パネルディスカッション

日本半導体および関連産業の課題

パネリスト

㈱ルネサステクノロジ会長＆CEO 伊藤　達
メリルリンチ日本証券㈱副会長 佐藤文昭
KLAテンコール㈱シニアアドバイザー 溝上裕夫
モデレーター

科学知総合研究所　理事長 小宮啓義

佐藤文昭

溝上裕夫
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ないでしょう。欠陥検査装置のインラインモニタ
リング導入でも日本の技術者の判断は韓国2社に1

年遅れました。装置の立ち上げスピードに関して
も台湾、韓国と大きな差があることが報告されて
います。こうしたコスト意識を徹底させることに
手をこまねいていた経営者に大きな責任があるわ
けです。分社をしても独立させていないので親会
社の束縛を抜けられないこと、日本におけるファ
ンダリの必要性が叫ばれながら何もできていない
ことなども経営上の疑問です。期待されているよ
うな大きな再発展のためにはこういった弱点を解
消しておかなければなりません。
小宮 ただいまお二人からご指摘がありましたよう
に日本の半導体のシェアは90年に50％あったもの
が現在は23％と大きく落ちています。本日の議論
は何故このようになったかを今一度検証するとと
もに今後は今のままでよいのか、それとも失地を
回復しなければならないのか、そうだとすれば何
をしなければならないかを考えたいと思います。
装置、材料の分野も問題はあると思っていますの
で議論の中で触れてゆきたいと思います。
川西会長 私も50年半導体をやっていて反省すべき
ことはいろいろあると思いますが、強力なアジア
勢が参画してきたのは現実で、競争が厳しくなっ
てきたからと言って日本のメーカの数を減らせと
いうのはどうかと思います。多くのメーカが参入
したのはそれが儲かる環境にあったからで、過当
競争に耐えられなくなったメーカは撤退せざるを
得ないのが自然の流れだと思います。それから日
本のシェアが50％から23％になったのがけしから
んと言われますが、むしろ50％のシェアが異常で
あってそれで米国が怒ったわけで、韓国、台湾、
中国が参画した今では20～30％のシェアがノーマ
ルだと思います。
佐藤 日本のメーカの数が多いという議論は同じよ
うな商品を多くの企業が抱えており、そのため開
発費用が二重、三重になり、無駄が多いというこ
とを言っているので、自然淘汰に任せると集約に
時間がかかりすぎるという危惧を持っています。
伊藤 この種の議論をするときに注意しなければな
らないのはメモリの世界と半導体全体を混同して
はならないということです。メモリの世界ではか
つてDRAMで50％のシェアをとったもののその後
栄枯盛衰があって落ち込んだことも事実ですが、
今東芝とエルピーダが頑張っているからそれで良

いのではないかということです。SOCの世界では
我々はメモリからSOCを伸ばして行くことを選択
したわけで、確かに思ったほど伸びていないのは
事実ですからこれをもっと伸ばすにはどうしたら
よいかということに焦点をあてるべきだと思いま
す。利益率の面でいうと50％のシェアをとってい
た時から変わっていないのが実情で、これはまた
別の議論になります。
競争力の指標として投資金額とか、装置稼働率
とかいった基準で話をされますが、これはメモリ
の世界に当てはまることでSOCの世界ではもっと
違った指標で考えなければなりません。
技術的な面で日本は決して負けてはいないのに
シェアが伸びない理由は変化し続けるビジネス環
境について行けてないところがあるのが問題であ
り、これをどうすべきかを議論しなければならな
いと思っています。
溝上さんがルネサスのような分社では意味がな
いといわれましたがどうしてそれが分かるのです
か？佐藤さんの分析は正しいと思いますが、業界
再編をしたら総てうまく行くという結論は少しジ
ャンプがあると思います。
松本（つくばテクノロジー） 我々の次の世代に希望を
与えるように、日本人のよさとして数百年も続い
ている企業があるとか、思いやりの経営をしてい
るとか、良いところを挙げて話をもっと明るい方
向に持っていけませんか？
溝上 私が話をするとどうしても暗くなるので気が
進まなかったのですが、私は半導体のシェアを
50％に戻せと言っているわけではありません。一
部の例外はありますが多くが業績を落としてきて
います。将来に向かった話をするためには現在の
問題をきちんと把握して解消しておく必要がある
といっているのです。ルネサスさんの場合は分社
をしたといっても真に経営権を与えていないので
本当には独立分社になっていないと思います。伊
藤さんに存分に経営をできる実権を与えていない
と思うわけです。
伊藤 ルネサスがうまく行っていないと溝上さんか
ら言われる筋合いはないと思います。今の日本半
導体が駄目だといわれますが個々にみるとメモリ
では東芝さん、エルピーダさんがどんどん投資を
増やしてかつての勢いを取り戻しています。SOC

の世界では松下さんは非常に優れたモデルで良い
仕事をされています。ソニーさんはセンサでは圧
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倒的な強さを持っています。ルネサスもマイコン
の世界ではそれなりに頑張っていると思ってい
ます。
確かに中にはもう撤退せざるを得ないという企
業、部門があります。しかしこれは時代の波に乗
れなかったということで仕方ないと思います。こ
のように日本の半導体も強いところが沢山あり、
その強いところをどうしたらもっと強くできるか
という議論に集中すべきで、過去の亡霊だけ追い
かけても何の進歩も無いと思っています。ただ日
本企業に共通して見られる弱さといったものは確
かにあってそれは是正する必要があると思います
が、日本の半導体は駄目だというところから始ま
る議論はいい加減にやめるべきだと思います。
溝上 私は本日のテーマが「日本半導体および関連
産業の課題」ですから残されている課題があると
申しているのであります。日本の素晴らしい技術
と事業をあげているときりが無いくらいです。シ
ャープさんの太陽電池、液晶テレビ、東芝さんの
フラッシュ、ソニーさんのCCD、日立さんのSHマ
イコンなど素晴らしい模範です。
梅田 私はシリコンウエハー業界におって今は優等
生だと言われますが、まだ欧米にもMMCやワッカ
ーといった企業が残っていますがこの業種は几帳
面、きれい好きといった日本人の特色にあってい
るために圧倒的なシェアを持ち得たのだと思いま
す。ただ問題が全く無いというわけではなく、こ
れから先のことを考えると現状の問題点をきちん
と把握する必要があると思います。その点今日の
佐藤さん、溝上さんのご指摘は傾聴すべき内容で
あったと思います。
崎谷（ローツェ） 先ほど日本の半導体メーカのR＆D

費用が多いという議論がありましたが、日本の装
置メーカはいずれも量産機種が出始めた時に安い、
コンパクトな機種を開発して勝利を収めてきて、
R＆D費を大きく膨らませずに来られた歴史があり
ます。またアジア諸国に対しては肝心なところは
国内で製作することにより、技術流出を防いでき
ました。販売管理費から見るとアジア諸国に比べ
ると高いのですが、台湾では1桁だと聞いてそのシ
ステムを研究し、我々も12～13％のレベルに落と
すことができています。
溝上 私も装置メーカですが装置の部品は日本で調
達すると圧倒的に信頼性が優れているので価格に
は変えられないところがあります。日立のSEMな

どは欧米の企業が到底追いつかないものでありま
すし、ウエハーなどの材料では他を圧倒していま
す。日本経営独特の長期的な視野での事業運営の
模範です。装置メーカの世界のトップ10に5社も入
っている理由でもあります。
小宮さんが1990年ころに書かれた論文で成長速
度からみると装置業界の売り上げの伸びを外装す
ると今頃には半導体業界を上回る勢いだと言われ
ています。微細化に伴って装置価格が上昇し、一
工場の設備投資は巨大なものになると予想されて
います。巨大投資はまさにそのとおりになって来
ましたが設備業界は勿論そのようには行きません。
今の装置メーカは大きな曲がり角にいるのかもし
れません。
小宮 装置、材料業界の素晴
らしさは指摘されたとおり
ですが、それを半導体業界
にどう活かすかということ
です。私が S E L E T Eで
300mmの評価を行った時、
評価は完了したのに設備投
資するところがなくて結局韓国、台湾メーカに先
を越されてしまったことがあります。私はこれが
日本のメーカの持つ弱さを象徴する事例の一つ
だと思っています。
川西 私は現役時代から「新しいラインは2番目に作
れ」と言ってきました。
正田（フジキン） 半導体の歴史を振り返ってみます
と最初はカスタム品で次第にコモデティ化するも
ので、この量産化されたときにコスト意識を徹底
させ、タイミングよく設備投資を行ったものが勝
者になっています。DRAMにおけるマイクロン、
三星、PCにおけるDELLの例がその典型です。
松本 ルネサス社はハイブリッドを含めた電動自動
車にどう取り組んでおられますか？近いうちに世
界ベスト5を回復しますか？
伊藤 自動車は一番力をいれている分野で幸い日本
のユーザーが強くて良い環境にありますのでこれ
からも伸ばして行けると思います。電源用のパワ
ー半導体は三菱電機が頑張っています。
ルネサスが一時シェアを下げたのはメモリをや
めたからで、それをSOCマイコンで取り返し、こ
れから伸ばそうとしているところです。
松本 自動車のコスト内訳は近いうちに50％が電気
品で占められるといわれていますがそうなっても

小宮啓義
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電気メーカが自動車メーカを支配する構造になら
ないのは何故ですか？
伊藤 ヨーロッパでは電装メーカが大きな力を持っ
ていて今自動車メーカが取り戻そうとしています。
日本では電装メーカが自動車メーカの子会社であ
ったという歴史的な関係だと思います。半導体メ
ーカに支配力があるかといえば、この間レクサス
にルネサスの半導体が100～150個も使われている
と報告を受けたので売り上げは幾らだと聞いたら
泣けてしまいますね。
佐藤 自動車と半導体との関係ですが、海外の自動
車メーカも日本の半導体は欠陥率が違うといって
日本製を購入します。日本のメーカの風土は長く
付き合ってもらうためには信頼されなければなら
ないことが行動の基本になっています。これは素
晴らしいことですが、私が心配しているのは今の
金融市場が非常に短期的な視野で動いていますか
らこの日本流のやり方が評価されないということ
にあります。一方中長期のファンドもあるのです
が日本人はファンドというだけで拒否反応を示す
ので日本に資本が流入しないことになります。私
はこの長期、短期の双方の見方の中間に解がある
と思っています。
伊藤 我々の競争力で技術と市場対応力を見た時、
技術では負けていません。しかし今佐藤さんが言
われたファンドに対する拒否反応みたいなものは
市場対応力の欠如に結びつき、これが我々の弱点
になっています。佐藤さんがずっと提唱されてい
る業界再編も起こるべきところには起こっている
ので、私は人工的にやるべきことではないと思っ
ています。ただ最近STマイクロがインフィニオン
を買収するという噂があって、この2つが一緒にな
るとすると日本側でも対応処置をとらざるを得な
いと思います。日本発でもやれば良いのにやれな
い、いろいろな理由がありますが、私自身の反省
も含め、そこを考えなければなりません。市場の
変化は急速で例えばODM（相手先ブランド名で設
計、製造まで行うこと）に対する対応力となると
日本のメーカは言葉の問題も含め、いずれも非常
に弱いのが現実で深刻な問題です。
佐藤 トヨタに自前で半導体ファブを持つ気はない
かと聞いた時、取りあえず数社から購買できるか
ら良いといっておられました。ルネサスとNECが
一緒になったらどうするのですかといったら無言
でした。

溝上 佐藤さんの論点からは日本に電子産業メーカ
が多すぎるという事ですが日本では自動車メーカ
も多く存在しますし、韓国では巨大DRAMメーカ
が 2社もあります。グローバルなビジネスの展開
をするべきで必ずしも多いとはいえないかもしれ
ません。
佐藤 グローバルで景気が落ちてくると必ずおきて
くるのがM＆Aの話です。GEが家電を売るとか、
モトローラが携帯電話を売るとかいった話がどん
どん出てきます。世界がこうして巨大な数社に集
約されて行く流れの中で日本だけが特殊でおられ
るのかという危惧を私はずっと持ち続けています。
松本 STマイクロとインフィニオンの話が出ました
がルネサスはTIと組むことは考えていませんか？
伊藤 あらゆる噂が行き交っていますが、TIという
ことはありません。私はサイズを大きくするだけ
というのは意味がないと思っていて特定の事業を
強化するアライアンスでなければならないと思っ
ています。
小宮 SOCのビジネスを展開する上においてTSMC

がやっているように共通のプラットフォームの上
に多くのIPを集めることをやらないとなりたたな
いのではないかという気がしますが。
伊藤 TSMCは誰でも持っているIPを体系的に整理
できるというメリットを持っているわけですが、
我々のIPは少し違っていて3Dのグラフィックスと
いった高級なものをどう組み合わせてゆくかという
ところにあって、我々のビジネスが将来もTSMCと
競合するような関係にはならないと思っています。
河崎（システムLSI技術学院） 日本の半導体メーカは欧
米にある拠点から次々と撤退してきた実態があり
ますが、真にグローバルな展開を考えればその市
場に発言力を持ちうる拠点は必要なものだと考え
ますが。
伊藤 おっしゃるとおり市場に対する影響力を確保
することは大切で、特に中国においては大きい意
味がありますので、我々ももっと頑張らねばなら
ないと思っています。
川西 冒頭に「生きる」ということで話をしました
が、日本の半導体メーカは37社未だに残っていま
す。アメリカでは私が勉強したRCA、GE今や無し、
ということで50年続くのとものすごく儲けて早く
死ぬのとどちらがよいかということです。我々も
儲けが少なくとも長く生きましょうよ。



12
半導体シニア協会ニューズレターNo.58（’08年8月）

今回のシンポジウム実行にあたり、受付を担当い
ただいたフジキンの皆様、種々の雑用を受け持って
いただいた関西SSIS委員の皆様、SSIS事務局の皆様、
改めて感謝いたします。
座談会では「エクセレントライフ（夢を持ち続け
る）」というタイトルでシニアの生き方をとりあげま
した。ご登壇いただいたのはいずれも私が尊敬する
SSISの先輩たちですがこの方々の生き方そのものが
エクセレントライフと言えるでしょう。ただ会場か
らも声がありましたように夢、夢といわずにもっと
気楽にシニアライフを考えても良いのでは、という
考えもあります。いずれにしてもこの座談会が皆様
の生き方を考えてみる一助になれば目的を達したこ
とになります。
基調講演はルネサステクノロジの伊藤会長にお願
いしました。難しいタイトルがついていますが、今
SOCの世界を勝ち抜いて行くには何が技術的な課題
なのか、ルネサスの戦略を例に分かりやすく解説し
ていただきました。
パネルディスカッションは引き続き伊藤氏に残っ
ていただき、業界再編論を提唱し続けておられる佐
藤氏、辛口ご意見の溝上氏を加えて日本半導体業界
の問題点を論じてもらいました。ここ数年パネルが
アナリストに偏重して話題が一方的になっていると
感じていましたので、現役の経営者で業界のリーダ
ーでもある伊藤氏にどういう姿勢で取り組んでおら
れるか、生の声を聞きだしたいというのが狙いでし
た。幸い伊藤氏には鋭いご意見に丁寧に対応してい
ただき、目的は達成できたと思います。ただ伊藤氏
自身も指摘されている強いところをさらに強くする
ための動きを阻害しているものは何か、それを排除
するためには何をしたら良いのかもっと突っ込んだ
議論が欲しかったと思います。そのうちニュースで
答えが聞けるかもしれません。

SSIS秋季セミナーは11月13日（木）大阪倶楽部で
15：30～20：30に行います。今年は元三洋電機社長
で太陽光発電技術研究組合理事長桑野幸徳氏に今話
題の太陽光発電の普及に対する氏の情熱を語ってい
ただきます。また三星、ハイニックスという2大企
業を擁する「韓国」の半導体事情を三星研究の専門
家ゴールドマンサックスの松橋邦夫氏に語っていた
だきます。ご期待ください。

企画・実行の側から
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半導体シニア協会（SSIS）会員の皆さんへ

半導体シニア協会では、協会活動の一貫として“日本の半導体
産業の活性化”に関する提言・提案を募集することになりました。
その趣旨は、半導体シニア協会の会員の日本の半導体関連企業で
の製造・技術・営業・経営等の活動で培った体験による提言・提案
が、有効に活用できるのではとの考えに基づきます。
この提言・提案は、半導体関連のデバイス企業・装置企業・材
料企業に限らず、行政や教育界、諸外国およびその諸機能にも及
ぶと思います。今回の提言・提案を半導体シニア協会の個人・賛
助会員から下記の内容で公募することにしました。公募に当たっ
ては、全半導体・液晶・太陽電池産業およびそれらの関連業界か
らの応募を期待し、現在会員でない方についても事前に会員登録
して頂くことで応募資格が生じます。皆さんからの素晴らしいア
イディアを奮って応募願います。応募して頂いたアイディアは論
説委員会・運営委員会にて審議し、SSISの提言・提案として相応
しいものをSSISメディアに公開し、更に提言先への紹介も検討し
たいと思います。

記

応募内容：『日本の半導体産業の活性化』
応募期限：2008年10月10日
応募方法：提言・提案内容概要をWORDもしくはテキスト文書

（字数制限無）
送 付 先：協会の事務局アドレス（info＠ssis.gr.jp）へ電子メールで

参考提言例

「CO2原産国へのSi産業移管支援」 会員　論説太郎
石油輸出国、即ちCO2原産国にエネルギー効率化を促進する半導
体産業やクリーン・エネルギー産業の中核となる太陽電池産業を興
すことを提言する。
日本にはSi産業（太陽電池産業や半導体産業）に従事した製造・技

術・営業・経営等の経験者が多数いる。且つ、これらのシニアは第
二の人生において各社の経験を集合し、協力してより優れた事業を
構築し、依頼国に必要なインフラ整備や人材育成を指導し、更に、
依頼国への産業勃興を支援できる。
石油輸出国が現在潤沢なオイル・マネーを活用して次代の産業を
興すために日本に出資し、日本の人材を募って日本の工場で将来の
自国の産業の基盤を作る。即ち、自国から派遣する若い人材に事業
運営に必要な製造･技術・営業活動等を体験せしめ、同時に自国の
インフラの整備・拡大、工場の構築を日本の人材を活用して製造移
管できるようにする。日本の拠点は、日本のSi産業で実績を発揮し
た各社の出身者のもとに人材を採用し、研究開発や初期生産のため
の生産ラインを維持して最新技術を持ち続ける。実績を生じた生産
ラインの製造装置は依頼国のインフラ整備に合わせて移管する。
これにより石油産出国は、ECO技術・クリーン・エネルギー技術
による産業を興し、CO2排出量削減とともに石油の需要を低減して
有限資源を延命し世界に貢献できる。

『日本の半導体産業活性化』への
提言・提案の募集

半導体シニア協会論説委員会
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